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バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
を
始
め
重
力

を
感
じ
楽
し
む
事
を
グ
ラ
ビ
テ
ィ
ス

ポ
ー
ツ
と
言
う
。
若
者
を
中
心
に
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
楽
し
め

る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

昨
年
末
に
、
荒
川
地
区
を
中
心
に
バ
ン

ジ
ー
、
ロ
ー
プ
ス
イ
ン
グ
等
を
企
画
し

て
い
る
会
社
が
あ
る
と
情
報
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

　

�

そ
の
会
社
が
調
査
し
て
い
る
候
補

地
は
、
国
道
１
４
０
号
か
ら
荒
川
に
架

か
り
三
峰
口
駅
に
向
か
う
、
白
川
橋
で

あ
る
。
高
さ
が
70
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
条

件
的
に
は
最
良
な
場
所
で
あ
る
。
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
と
ロ
ー
プ
ス
イ
ン
グ
を

計
画
し
て
い
る
。
し
か
し
、
場
所
は
県

の
管
理
下
に
あ
り
、
河
川
利
用
等
の

許
認
可
を
出
す
条
件
と
し
て
、
駐
車
場
、

事
務
所
、
ト
イ
レ
等
の
施
設
の
完
備
は

も
と
よ
り
、
関
係
者
や
地
域
住
民
の
理

解
を
得
る
事
で
あ
る
。

　
　

市
の
方
針
で
は
子
ど
も
の
声
が
こ

だ
ま
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
る
環
境

を
整
備
す
る
と
し
て
い
る
。
現
在
、
原

谷
公
民
館
内
で
の
子
育
て
サ
ロ
ン
や
別

所
の
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
な
ど
が
あ
る
。
天

候
の
良
い
日
は
遊
べ
る
施
設
が
あ
る
が
、

極
端
に
寒
い
日
や
雨
天
の
時
に
子
ど
も

た
ち
が
安
全
で
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
欲

し
い
と
、
子
育
て
中
の
保
護
者
か
ら
声

が
届
い
て
い
る
。
吉
田
や
荒
川
地
域
で

公
共
の
場
を
開
放
で
き
な
い
か
。

　
　

子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
施
設
は
、

中
村
町
と
宮
地
に
児
童
館
が
あ
る
が
、

今
後
吉
田
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
荒
川
改

善
セ
ン
タ
ー
の
２
階
の
部
屋
を
、
市
の

事
業
が
な
い
時
に
開
放
す
る
。
ど
ち
ら

も
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
利
用
可
能
で

あ
る
。

　
　

番
場
通
り
無
電
柱
化
に
つ
い
て
。

　
　

市
道
中
央
５
０
０
号
線
、通
称「
番

場
通
り
」
は
、
西
武
秩
父
駅
、
お
花
畑

駅
か
ら
秩
父
神
社
へ
向
か
う
表
参
道
と

し
て
、
観
光
面
等
で
か
か
せ
な
い
重
要

な
路
線
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
質

問
の
無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
、
歴
史
あ

る
街
並
み
の
景
観
や
、
観
光
に
良
好
な

街
づ
く
り
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
無
電
柱
化
の
方
法
と
し
て
は
、
電

線
の
地
中
化
や
裏
配
線
、
軒
下
配
線
等

の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　

地
中
化
で
は
、
道
幅
も
狭
く
、
歩
道

も
無
い
こ
と
か
ら
施
工
が
可
能
か
、
ま

た
、
裏
配
線
、
軒
下
配
線
等
に
お
い
て

も
、
沿
線
住
民
の
賛
同
、
協
力
も
必
要

に
な
り
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
関
係
各
機
関

と
研
究
検
討
し
て
い
く
。

　
　

秩
父
地
域
の
高
校
４
校
は
定
員
割

れ
が
目
立
ち
、
存
続
が
心
配
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
優
遇
措
置
と
し
て
、
通
学
費

の
全
額
補
助
等
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

　
　

秩
父
地
域
の
高
校
４
校
に
つ
い
て

は
、
志
願
者
の
定
員
割
れ
の
状
況
が
見

ら
れ
、
今
年
の
入
学
試
験
で
は
、
４

校
全
体
の
競
争
倍
率
は
０
・
８
４
６
と

な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、
公
共
交
通
促

進
利
用
の
観
点
か
ら
、
高
校
生
を
対
象

と
し
た
、
バ
ス
通
学
定
期
購
入
補
助
事

業
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
29
年
度
予
算

要
求
で
、
新
た
に
、
鉄
道
定
期
補
助
も

加
え
た
補
助
事
業
と
し
た
。
こ
の
制
度

は
、「
地
元
高
校
へ
通
う
生
徒
も
対
象

と
な
る
よ
う
に
」
と
の
市
長
の
強
い
意

向
に
よ
り
、
対
象
範
囲
を
大
き
く
広
げ
、

公
共
交
通
利
用
促
進
と
、
秩
父
地
域
の

高
校
の
生
徒
数
増
加
で
、
高
校
存
続
へ

の
一
助
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

バンジージャンプが計画されている白川橋

◎
市
民
会
館
・
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

◎
街
路
樹
・
歩
道
の
植
栽
に
つ
い
て

周辺整備が望まれる番場通り

問答

答 問●
高
校
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
を

誘
致
し
よ
う

番
場
通
り
周
辺
整
備

問

問

答

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

答

市
民
の
会
・
絆　

江え
だ田　

治は
る
お雄

清
流
ク
ラ
ブ　

髙た
か
の野　

　

宏
ひ
ろ
し
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保
安
林
な
ど
の
森
林
の
保
全
・
再

生
は
土
砂
崩
れ
の
防
止
や
土
壌
の
保
全
、

水
源
の
涵
養
な
ど
防
災
・
減
災
の
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
。
通
常
の
間
伐
よ
り
も

多
く
間
伐
す
る
強
度
間
伐
に
よ
り
林
内

の
下
草
の
回
復
を
早
め
、
針
広
混
交
林

へ
の
遷
移
を
促
し
「
緑
の
ダ
ム
」
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
研
究
も
あ
る
。
森
林
の
公
益
的
機

能
の
発
揮
に
向
け
た
事
業
は
。

　
　

強
度
間
伐
に
つ
い
て
県
が
彩
の
国

緑
の
基
金
を
活
用
し
て
実
施
し
27
年
度

ま
で
に
市
内
の
約
１
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
森
林
が
強
度
間
伐
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
市
有
林
も
含
め
通
常
の
間
伐
も

約
１
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
　

重
度
心
身
障
害
者
通
所
施
設
と
し

て
、
ふ
ぁ
い
ん
・
ユ
ー
が
運
営
さ
れ
て

い
る
が
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

方
が
３
年
後
か
ら
順
次
、
特
別
支
援
学

校
を
卒
業
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、

施
設
や
人
員
の
拡
充
が
明
ら
か
に
必
要
。

喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
　

28
年
度
、
ふ
ぁ
い
ん
・
ユ
ー
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握
し
今
後
の
運
営

に
役
立
て
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
踏
ま
え
、
29
年
度
に
は
直

営
で
や
る
か
、
民
営
で
や
る
か
も
含
め

し
っ
か
り
検
討
し
、
３
年
後
に
は
間
に

合
う
よ
う
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　

今
春
開
通
す
る
秩
父
蒔
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
西
武
秩
父
駅
前
温
泉

「
祭
り
の
湯
」
の
オ
ー
プ
ン
を
、
雇
用

や
観
光
、
地
域
の
活
性
化
や
人
口
増
に

ど
う
結
び
付
け
る
の
か
。

　
　

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
こ
と

を
、
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
っ
て
雇
用
や
観
光
客

の
増
加
に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

課
題
は
、
秩
父
地
域
の
工
業
用
地
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
県
か
ら
は
確

保
に
向
け
た
情
報
交
換
や
支
援
を
受
け

て
い
る
。

　
　

秩
父
地
域
の
脳
卒
中
死
亡
率
は
、

全
国
３
４
４
地
域
の
中
で
44
番
目
と
高

い
。
こ
れ
を
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ
う
な

対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
か
。

　
　

秩
父
地
域
の
脳
血
管
疾
患
に
よ
る

死
亡
率
は
、
20
年
以
上
継
続
し
て
全
国

平
均
、
埼
玉
県
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

有
効
な
対
策
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

　

市
・
地
域
で
は
、
脳
血
管
疾
患
誘
発

の
危
険
因
子
で
あ
る
高
血
圧
や
糖
尿
病

対
策
と
し
て
、
減
塩
や
適
度
な
運
動
、

食
生
活
改
善
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
立
病
院
に
脳
外
科
の
常
勤

医
師
が
不
在
の
現
状
も
課
題
。

　
　

昨
年
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

を
見
る
と
、「
国
語
の
勉
強
は
好
き
だ
」

と
答
え
た
中
学
３
年
生
の
割
合
が
全

国
や
埼
玉
県
に
比
べ
て
際
だ
っ
て
低
い
。

国
語
は
全
て
の
教
科
の
基
本
だ
と
言
わ

れ
る
中
、
こ
の
結
果
を
ど
う
捉
え
、
ど

ん
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
か
。

　
　

大
変
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
が
、

「
読
書
が
好
き
」
や
「
国
語
の
勉
強
は

大
切
」
や
「
国
語
の
勉
強
は
将
来
役
に

立
つ
」
と
の
回
答
は
国
や
県
よ
り
も
高

い
の
で
、
教
え
方
や
学
び
方
の
改
善
で
、

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
、
学
力
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

◎
栃
本
市
有
林
二
百
年
生
の
森
づ
く

り
・
木
育
の
推
進
・
観
光
分
野
で
の
森

林
の
活
用
な
ど「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」

の
推
進

◎
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進

◎
経
常
収
支
比
率
80
％
を
目
指
す
市
の

方
針
・
公
共
施
設
の
電
力
契
約
の
見
直

し
・
29
年
度
予
算
で
の
公
債
費
の
増
加

神
社
・
仏
閣
へ
の
大
木
を
育
て
る
栃
本

市
有
林
は
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
大

秩父市と圏央道を結ぶ
国道140号皆野秩父バイパス開通式

問答

答 問問答

問答

交
通
事
情
の
転
機
を
雇
用
・

観
光
へ

森
林
と
共
に
生
き
る
秩
父
市

の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

答 問

●
脳
卒
中
で
死
亡
し
な
い
た
め
に

●
全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果
か
ら

清き
よ
の野　

和か
ず
ひ
こ彦

　

金か
な
さ
き崎　

昌ま
さ
ゆ
き之

●�

重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）

の
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
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県
に
よ
る
納
付
金
算
定
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
示
さ
れ
た
か
。

　
　

今
回
の
試
算
は
概
算
だ
が
、
秩

父
市
の
一
人
あ
た
り
保
険
税
算
定
額

は
10
万
２
９
６
４
円
で
、
増
加
率
は

１
５
２
・
24
％
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

県
は
29
年
10
月
に
仮
算
定
、
30
年

１
月
に
本
算
定
を
行
う
と
し
て
お
り
、

市
は
そ
の
状
況
に
よ
り
保
険
税
額
を
算

定
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
間
、
運
営

協
議
会
で
の
協
議
や
条
例
改
定
を
行
う
。

　
　

介
護
保
険
法
の
改
定
に
よ
り
３
割

負
担
が
導
入
さ
れ
る
と
そ
の
影
響
は
。

　
　

介
護
認
定
者
の
３
・
３
％
１
１
９

名
が
３
割
負
担
と
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　
　

介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
の
交
付
状
況
は
。

　
　

27
年
度
は
１
５
３
名
に
交
付
。

　
　

認
知
症
患
者
で
一
定
の
状
況
に
あ

る
人
は
障
害
者
手
帳
交
付
対
象
と
な
る

が
秩
父
市
で
の
交
付
状
況
は
。

　
　

秩
父
市
で
の
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
交
付
者
は
３
２
６
名
で
、
そ
の

う
ち
認
知
症
患
者
は
６
名
で
あ
る
。

　
　

障
害
者
控
除
制
度
や
認
知
症
に
よ

る
障
害
者
手
帳
交
付
に
つ
い
て
、
制
度

や
手
続
等
の
周
知
努
力
は
。

　
　

市
報
で
お
知
ら
せ
し
た
り
、
介
護

認
定
通
知
書
に
記
載
し
た
り
し
て
い
る

が
さ
ら
に
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

入
間
市
で
は
、
認
知
症
徘
徊
者
対

策
と
し
て
手
足
の
親
指
爪
に
小
型
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
シ
ー
ル
を
貼
る
、
徘

徊
者
の
身
元
確
認
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
。
秩
父
市
で
の
採
用
は
。

　
　

先
進
地
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
地
域
で
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
の
体
制
作

り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

国
か
ら
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
指
針
が
出
さ
れ
た
が
、
市
は
ど

の
よ
う
な
体
制
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て
は
、
２

月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
当
面
の
改
革
工

程
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

市
と
し
て
は
、
29
年
に
改
正
さ
れ
る
介

護
保
険
法
及
び
社
会
福
祉
法
等
の
情
報

収
集
に
努
め
、
包
括
支
援
体
制
の
制
度

化
等
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
29
年
度
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
障
が
い
福
祉

計
画
等
、
主
要
な
福
祉
計
画
の
改
定
を

行
う
予
定
な
の
で
、
国
や
県
の
動
向
を

踏
ま
え
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

に
向
け
た
取
組
等
を
十
分
に
検
討
し
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

児
童
虐
待
や
子
育
て
支
援
に
役
立

つ
ア
プ
リ
導
入
の
考
え
は
。

　
　

児
童
虐
待
や
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
の
情
報
は
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
広
報
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
に
よ
り
周
知
を
し
て

い
る
。
自
分
自
身
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
も
の
は
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
が
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
に
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
大
変
有
効
な
手

段
と
考
え
、
効
果
な
ど
を
検
証
し
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　

受
診
率
向
上
に
向
け
た
施
策
は
。

健
康
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

受
診
す
る
動
機
づ
け
に
で
き
な
い
か
。

　
　

市
で
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
報

等
の
掲
載
に
よ
る
周
知
、
診
療
情
報
提

供
事
業
の
実
施
に
よ
り
受
診
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
ア
プ
リ
に
つ
い
て

は
受
診
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
、

効
果
等
を
勘
案
し
検
討
し
て
い
く
。多様な機能を持つ世田谷区の子育て応援アプリ

手・足の親指に貼った爪Qシール

問

答 問

答

答 問答 問

地
域
共
生
社
会
に
向
け
て

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を

め
ざ
し
て

答 問答 問

公
明
党　

大お
お
く
ぼ

久
保　

進
す
す
む

●
国
民
健
康
保
険
制
度
の
広
域
化

●
虐
待
防
止
・
子
育
て
支
援

●
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上

問答

問答

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

斎さ
い
と
う藤　

捷か
つ
し
げ栄

●
高
齢
者
福
祉
施
策

問

答答 問
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旧
秩
父
東
高
校
と
福
祉
女
性
会
館

エ
リ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
。

　
　

旧
秩
父
東
高
校
の
土
地
に
つ
い
て

は
埼
玉
県
と
無
償
貸
借
契
約
を
締
結
し
、

契
約
期
限
が
30
年
度
末
と
な
っ
て
い
る
。

建
物
は
、
秩
父
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た

が
土
地
も
建
物
も
契
約
時
に
「
子
育
て

支
援
・
元
気
長
寿
の
ま
ち
」
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
使
用
す
る
と
用
途
指

定
さ
れ
て
い
る
。
用
途
変
更
す
る
際
は
、

埼
玉
県
と
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

の
土
地
と
建
物
の
活
用
に
つ
い
て
、
29

年
度
以
降
埼
玉
県
と
協
議
し
て
方
針
を

決
定
し
た
い
。

　

野
坂
二
瀬
住
宅
や
秩
父
柔
道
場
な
ど

を
含
め
た
福
祉
女
性
会
館
エ
リ
ア
は
、

土
地
に
関
し
て
は
半
分
以
上
が
借
地
で
、

年
間
約
８
１
０
万
円
程
度
の
支
出
が
あ

る
。
貸
付
住
宅
に
係
わ
る
貸
付
収
入
は
、

48
万
円
程
度
で
あ
る
。
福
祉
女
性
会
館

の
建
物
は
約
40
年
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
屋
根
と
外
壁
状
態
が
悪
い
。
今

後
、
施
設
を
存
続
す
る
か
否
か
は
、
秩

父
セ
メ
ン
ト（
株
）の
創
立
50
周
年
記
念

で
建
設
・
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

な
の
で
、
施
設
を
廃
止
し
、
建
物
を
解

体
す
る
場
合
は
、
寄
付
者
の
意
向
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。
借
地
の
使
用
目

的
を
変
更
す
る
場
合
は
、
土
地
所
有
者

の
方
々
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。
機

能
の
移
転
先
も
併
せ
、
29
年
度
以
降
に

方
針
を
決
定
し
た
い
。

　
　

経
常
収
支
比
率
80
％
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
　

人
件
費
は
、
定
員
適
正
化
計
画
や

組
織
・
職
制
の
見
直
し
、
職
員
数
削
減

や
時
間
外
手
当
の
削
減
、
パ
ー
ト
職
員

採
用
抑
制
等
に
取
り
組
む
。
扶
助
費
抑

制
の
た
め
自
立
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

事
務
用
品
・
光
熱
水
費
削
減
等
を
推
進

し
て
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
す
。

　
　

昨
年
の
暮
れ
、
精
神
科
病
院
よ
り

急
性
期
病
棟
が
休
床
と
な
り
、
必
要
と

さ
れ
る
患
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
に
不
安

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
通
院
先
の
病
院

で
十
分
な
治
療
を
施
す
こ
と
は
当
然
だ

が
、
本
人
や
家
族
を
ど
う
支
援
す
る
か
、

市
の
支
援
と
将
来
の
考
え
方
は
。

　
　

当
該
病
院
を
は
じ
め
患
者
の
関
係

者
や
医
師
会
、
市
内
医
療
機
関
、
保
健

所
な
ど
か
ら
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

市
の
具
体
策
と
し
て
相
談
窓
口
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
―
お
よ
び
保
健
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
必
要
な
医
療
機
関
等
へ
つ

な
げ
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

障
害
者
基
本
計
画
に
掲
げ
た
「
共

生
社
会
」
の
実
現
を
目
的
に
、「
障
が

い
の
あ
る
方
が
活
動
し
、
社
会
に
参
加

す
る
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
」
な
ど
、
自
立
に
向
け
た
地

域
基
盤
の
整
備
等
に
取
り
組
む
と
示
さ

れ
て
い
る
が
市
か
ら
の
助
成
は
。

　
　

国
・
県
の
基
準
に
従
い
対
応
す
る
。

国
４
分
の
３
、
県
８
分
の
１
お
よ
び
設

置
事
業
者
８
分
の
１
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

地
籍
調
査
は
自
治
事
務
と
し
て
、

市
町
村
等
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
調
査

に
必
要
な
経
費
の
２
分
の
１
は
国
が
補

助
し
、
残
り
の
４
分
の
１
は
県
が
補
助
、

市
の
負
担
は
４
分
の
１
だ
が
、
そ
の
う

ち
80
％
が
特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
と

な
り
、
実
質
的
に
市
の
負
担
は
５
％
で

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
国
交
省
は
う
た
っ
て
い
る
が
。

　
　

大
滝
地
区
で
は
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
重
要
性
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

市
民
の
財
産
を
守
る
こ
と
は
行
政
の
役

割
で
も
あ
り
、
市
内
全
域
で
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
総
合
的
に
検
討
す
る
。

旧秩父東高校と福祉女性会館エリア

地籍調査費の負担割合

答 問

答 問

行
き
届
く
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

市
有
財
産
の
有
効
活
用

答 問

答 問

答 問

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

山や
ま
な
か中　

　

進
す
す
む

●
地
籍
調
査

●
市
長
施
政
方
針

市
民
の
会
・
絆　

浅あ
さ
う
み海　

　

忠
た
だ
し

●�

障
が
い
者
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り

国
50％

市
25％

県
25％

実質負担
５％

特別交付税
20％


